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【第５学年及び第６学年の目標】
（1） 創造的に音楽にかかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経験を生かして生活を明るく潤いのある
ものにする態度と習慣を育てる。

（2） 基礎的な表現の能力を高め，音楽表現の喜びを味わうようにする。
（3） 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を高め，音楽を味わって聴くようにする。
【第５学年及び第６学年の内容】

A　表現

（1）　歌唱の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　範唱を聴いたり，ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして歌うこと。
イ　歌詞の内容，曲想を生かした表現を工夫し，思いや意図をもって歌うこと。
ウ　呼吸及び発音の仕方を工夫して，自然で無理のない，響きのある歌い方で歌うこと。
エ　各声部の歌声や全体の響き，伴奏を聴いて，声を合わせて歌うこと。
（2）　器楽の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　範奏を聴いたり，ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして演奏すること。
イ　曲想を生かした表現を工夫し，思いや意図をもって演奏すること。
ウ　楽器の特徴を生かして旋律楽器及び打楽器を演奏すること。
エ　各声部の楽器の音や全体の響き，伴奏を聴いて，音を合わせて演奏すること。
（3）　音楽づくりの活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　いろいろな音楽表現を生かし，様々な発想をもって即興的に表現すること。
イ　音を音楽に構成する過程を大切にしながら，音楽の仕組みを生かし，見通しをもって音楽をつくる
こと。
（4）　表現教材は次に示すものを取り扱う。 

ア　主となる歌唱教材については，各学年ともウの共通教材の中の３曲を含めて，斉唱及び合唱で歌う
楽曲
イ　主となる器楽教材については，楽器の演奏効果を考慮し，簡単な重奏や合奏にした楽曲
ウ　共通教材 

〔第５学年〕

「こいのぼり」 （文部省唱歌） 

「子もり歌」 （日本古謡） 

「スキーの歌」 （文部省唱歌）林柳波作詞　橋本国彦作曲 

「冬げしき」 （文部省唱歌）
〔第６学年〕

「越天楽今様（歌詞は第2節まで）」 （日本古謡）　慈鎮和尚作歌 

「おぼろ月夜」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一作曲 

「ふるさと」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一作曲 

「われは海の子（歌詞は第3節まで）」 （文部省唱歌）
B　鑑賞

（1）　鑑賞の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　曲想とその変化などの特徴を感じ取って聴くこと。 

イ　音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取り，楽曲の構造を理解して聴くこと。 

ウ　楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲の特徴や演奏のよさを
理解すること。
（2）　鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。 

ア　和楽器の音楽を含めた我が国の音楽や諸外国の音楽など文化とのかかわりを感じ取りやすい音
楽，人々に長く親しまれている音楽など，いろいろな種類の楽曲
イ　音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りやすく，聴く喜びを深めやすい楽曲
ウ　楽器の音や人の声が重なり合う響きを味わうことができる，合奏，合唱を含めたいろいろな演奏
形態による楽曲
〔共通事項〕

（1）　「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。 

ア　音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。 

（ア）　音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なりや和声の響き，音階や調，拍の流れやフレーズ
などの音楽を特徴付けている要素
（イ）　反復，問いと答え，変化，音楽の縦と横の関係などの音楽の仕組み
イ　音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動を通して理解すること。
【第５学年及び第６学年の評価規準】

[音楽への関心・意欲・態度]
創造的に音楽にかかわり，音や音楽に対する関心をもち，音楽表現や鑑賞の学習に自ら取り組もうとする。
[音楽表現の創意工夫]
音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，音楽表現を工夫し，どのように表すかについて思いや意図をもっている。

[音楽表現の技能]
音楽表現をするための基礎的な技能を高め，歌ったり，楽器を演奏したり，音楽をつくったりしている。
[鑑賞の能力]
音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，楽曲の特徴や演奏のよさを理解し，味わって聴いている。
学年：５年　題材名：いろいろなひびきを味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	歌声や楽器が重なり
合ういろいろな響きの特徴を感じ取り，全体のバランスに気をつけながら，音の組み合わせを工夫して演奏する。
◆いつでもあの海は

◆リボンのおどり
	○曲全体の感じをつかみ，フレーズを感じながら合唱する。

・旋律の特徴を生かして歌ったり重なり方の違いを感じて合唱したりする。
○曲の感じをとらえて歌ったり各パートに相応しい楽器を選んで演奏したりする。
・①〜⑦の旋律やリズムの重ね方を工夫し，重なり合う響きの変化を楽しんで演奏する。
	①旋律の重なり方の違いに気付き、友達の声と合わせて歌う学習に主体的に取り組もうとしている。

②音が重なり合う響きやリズムのおもしろさに関心をもち、進んで合奏に取り組もうとしている。


	①旋律の重なり方の違いを生かして、歌い方を工夫している。

②パートの特徴を生かして、演奏の仕方を工夫している。


	①歌詞の内容や強弱を生かし、表情豊かに２部合唱している。
②拍の流れにのって、正しく演奏している。

③楽器の組み合わせを工夫し、響きの変化を感じ取って演奏している。
	

	いろいろな楽器の音色や重なり合う響きを感じ取り、曲想やその変化を味わって聴くようにする。
◆双頭のわしの旗の下に
◆アイネクライネナハトムジーク
	○楽器編成の違いや響きの違いに気をつけて聴く。

・曲の構成に気をつけて「双頭のわしの旗の下に」を聴く。

・強弱の変化や旋律の感じの違いに気をつけて「アイネ クライネ ナハトムジーク 第１楽章」を聴く。

○吹奏楽の響きや弦楽器の響きの違い、特徴やよさを味わって聴く。
	①吹奏楽と弦楽合奏の響きの違いを感じ取って聴く学習に、主体的に取り組もうとしている。


	
	
	①吹奏楽の響きや旋律の反復と変化を感じ取って聴いている。

②弦楽合奏の響き、曲想の変化を感じ取って演奏を聴いている。




学年：５年　題材名：和音の美しさを味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	和音の響きの変化を感じ取りながら、思いや意図をもって表現することができるようにする。

◆静かにねむれ
	○和音の響きを感じ取りながら旋律を歌う。
○和音と低音のパートを演奏する。

・鍵盤楽器で和音を弾いたり低音部を弾いたりする。
○伴奏のリズムを工夫し、歌と合わせて演奏する。
	①和音の響きやその移り変わりを感じ取って、歌ったり演奏したりする学習に主体的に取り組もうとしている。


	①全体の響きを感じて、伴奏のリズムの仕方を工夫している。


	①曲想を感じ取り、フレーズを意識して歌っている。

②和音の移り変わりを感じ取りながら、歌声や伴奏楽器を合わせて演奏している。


	

	和音の響きの美しさを感じ取って楽器で演奏したり、曲想の変化を感じ取って聴いたりする。
◆威風堂々第１番
	○曲全体の感じをつかんで、主旋律を演奏する。

・リコーダーや鍵盤楽器で演奏する。
○楽器の特徴を生かし、全体の響きや伴奏を聴きながら合奏する。

・②～⑤のパートに合う楽器を選び、それぞれのパートを弾いて合わせる。
○曲想の変化や和音の響きの美しさを味わってオーケストラの演奏を聴く。
	①いろいろな楽器による演奏に関心をもり、進んで演奏したり聴こうとしたりしている。
	①楽器の特徴を生かし、音量のバランスに気をつけて演奏の仕方を工夫している。


	①息づかいや正しい運指を意識して、なめらかに主旋律を演奏している。

②合奏楽器の特徴を生かして、バランスの取れた演奏をしている。


	①曲想の変化を感じ取ったり、オーケストラの重なり合う響きの美しさを味わったりしながら曲を聴いている。




学年：５年　題材名：曲想を味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	曲想やその変化を感
じ取りながら、思いや意図をもって表現したり想像豊かに聴いたりすることができるようにする。
◆ハンガリー舞曲第5番
◆リズムアンサンブル

	○旋律の特徴や曲想を感じ取って聴く。

・指揮や身体表現をして旋律の反復や変化を感じ取る。

○曲想を味わいながら全体を通して聴く。

・教科書の旋律ア～エを参考にして聴く。
○各パートのリズムを感じ取る。
・アとイのリズムをリズム唱したり、拍の流れに合わせて手拍子で打ったりする。

○リズムの組み合わせや強弱の変化を工夫して打楽器で演奏する。

・リズムや音の組み合わせ、打楽器の伴奏を工夫してアンサンブルを楽しむ。
	①旋律の反復や変化を感じ取りながら、進んで鑑賞の活動に取り組もうとしている。

②リズムの変化を楽しんだり、楽器の組み合わせを工夫したりして、リズムアンサンブルの学習に主体的に取り組もうとしている。


	①アレンジシートを参考に、見通しをもってリズムの組み合わせ方や強弱を工夫している。


	①リズムパートに合う楽器を選んだり組み合わせたりして、音の響きを大切にして打楽器を演奏している。
	①楽曲全体にわたる曲想とその変化などの特徴を感じ取ってオーケストラの演奏を聴いている。



	旋律の特徴を感じ取って、曲想を生かした表現の仕方を工夫しながら演奏することができるようにする。
◆キリマンジャロ
	○旋律の特徴を生かして主旋律を演奏する。

・スタッカートやレガートを感じながらリコーダー、鍵盤ハーモニカで演奏する。
○鍵盤楽器(1・2)、及び、打楽器パートのリズム伴奏を演奏する。

○主旋律や全体の響きを聴きながら、曲想を生かして合奏する。
	①リズミカルで歯切れのよい演奏に主体的に取り組もうとしている。


	1 主旋律のリコーダー、鍵盤ハーモニカの掛け合いの表現方法を工夫して演奏している。

2 アとイの曲想の違いを生かして、演奏の仕方を工夫している。


	①楽器の特徴を生かしたり、音量のバランスに気をつけたりして演奏している。


	


学年：５年　題材名：日本と世界の音楽に親しもう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	日本の音楽のよさや楽器の響きの美しさを味わいながら聴くようにする。
◆春の海
	○曲を聴き、楽器の音色を感じ取る。

・琴と尺八について知る。
○琴と尺八の音色や旋律の関わり合いのよさを感じ取って聴く。
・２つ楽器の掛け合いの面白さや、情景を思いうかべて楽曲のよさを味わう。
	①日本の楽器や音楽に関心をもち、それらの特徴を理解して聴く学習に主体的に取り組もうとしている。


	
	
	①楽器の音色や旋律の特徴、2つの楽器の関わり合いのおもしろさを感じ取って聴いている。

②情景を思いうかべながら、曲を味わって聴いている。

	世界の音楽に関心をもち、諸外国の音楽のよさを聴いたり表現したりすることができるようにする。
◆世界の国々の音楽

◆アリラン、まつり花

	○世界の国々の音楽を聴いて、イメージを膨らませながら曲に親しむ。

・いろいろな楽器の曲、歌の曲、あるいは地域ごとの曲を聴き比べ、特徴を感じ取ったりよさを伝えあったりする。
○歌い方に気をつけて音楽を聴き、曲全体の感じをつかむ。

・曲の特徴を生かして日本語で歌う。

・音楽の雰囲気を感じながら原語で歌う。
	①世界の国々の音楽の演奏の仕方や楽器の音色などに興味をもち、主体的に聴いたり歌おうとしたりしている。


	①拍子や旋律の違いなどの特徴を感じ取って、歌い方を工夫している。


	①歌詞や旋律の特徴を捉え、正しい音程で歌っている。


	①楽器の音色やリズム、旋律、音の重なりなどを感じ取り、それぞれの国の音楽の特徴やよさを理解して聴いている。




学年：６年　題材名：いろいろなひびきを味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	　歌声や楽器が重なり
合ういろいろな響きの
特徴や違いを感じ取り
ながら、思いや意図をも
って表現したり、想像豊
かに聴いたりすること
ができるようにする。

◆星空はいつも

◆歓喜


	○楽曲のイメージをもち主旋律を歌う。

・歌詞を読んだり範唱を聴いたりして、イメージに合う歌い方を工夫する。
○バランスに気をつけて２部合唱する。

・低音部を歌ったり２部合唱したりして、合唱の響きを感じ取る。

・リコーダーパートを加えた全体のバランスに気をつけ、工夫して合唱奏する。

○楽曲の構成や音色の変化に気をつけて聴き、曲全体の流れをつかむ。

・楽器の音色や重なり合う音の響きの変化に注目して聴く。

○楽器の音色や響きの変化と、曲想の違いを味わって聴く。
	①楽曲に関心をもち、自分の思いを大切にしながら、曲を聴いたり歌ったりしようとしている。

②楽曲の構成や楽器の音色に関心をもち、響きの変化を楽しんで聴こうとしている。


	①響きのある柔らかい歌声のよさを生かし、旋律の特徴を感じ取りながら、自分の考えをもって歌い方を工夫している。

②歌声と楽器が重なり合う響きを感じ取ったりバランスを工夫したりして合唱奏している。
	①互いの声を聴き合いながら、重なり合う響きの美しさを求めて２部合唱している。


	①楽器の音色やその組み合わせによる響きの変化と曲想の違いを感じ取り、演奏のよさやおもしろさを味わいながら聴いている。

	音の特徴や音色の違いを生かして、全体の響きのバランスに気をつけながら、音の組み合わせを工夫して演奏することができるようにする。
◆ラバース コンチェルト
	○各パートの役割について知り、楽器の音色や重なり合う響きを感じ取っている。
・主旋律①パートを視奏し、順次各パートについて聴いたり視奏したりする。
・各パートを合わせアンサンブルをする。
○全体のバランスを工夫して演奏する。

・イメージに合う表現を工夫したり伴奏のリズムを工夫したりして、グループごとに発表し、響きの違いを楽しむ。
	①楽器の音色や重なり合う響きに関心をもち、アンサンブルの活動に進んで取り組んでいる。


	①いろいろな楽器の音が重なる響きのよさを味わいながら、バランスのとれた演奏の仕方を工夫し、自分たちの思いや意図をもっている。


	①楽器の音色や響きの特徴を生かして、自分のパートを演奏している。

②楽器の音が重なり合う響きを聴き合い、バランスのとれた演奏をしている。
	


学年：６年　題材名：詩と音楽を味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	詩と音楽が一体とな
って生み出される日本の歌曲の美しさを味わうようにする。

◆箱根八里
◆花

	○言葉と旋律が結び付いたよさや男声合唱・女声合唱の魅力を感じ取って聴く。

・詩を音読したり、情景を想像したりして聴く。

○２曲を比較しながら聴き、それぞれの特徴を感じ取る。
・合唱表現の工夫を味わって聴く。
	①日本の歌曲に興味をもって聴く学習に主体的に取り組もうとしている。


	
	
	①詩と音楽が一体となった歌曲の美しさに気付き、男声合唱・女声合唱の特徴を感じ取って聴いている。

②リズムや旋律の違い、曲想を生かした歌い方に気付き，作品全体を味わって聴いている。

	歌詞や曲想を生かした表現の仕方を工夫しながら、思いや意図をもって歌うことができるようにする。
◆思い出のメロディ
	○言葉のリズムと詩の内容を感じ取る。
・言葉の抑揚を生かして主旋律を歌う。

○作曲者の思いを知り、言葉のまとまりや語感を生かした歌い方を工夫する。

・休符の大切さや言葉のまとまりを生かして２部合唱する。
	①言葉と旋律の関わりに関心をもち、進んで歌唱の活動に取り組もうとしている。
	①歌詞と旋律が織りなす曲想を感じ取り、歌い方を工夫している。


	①音程やリズム、言葉の抑揚を生かして歌っている。

②語感を生かした歌い方に気をつけたり響きを感じ取ったりして２部合唱している。
	


学年：６年　題材名：曲想を味わおう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	曲想やその変化を感
じ取りながら、オーケストラの豊かな演奏を聴くようにする。

◆木星

	○音楽を聴いて，曲全体の感じをつかむ。

・オーケストラの演奏を聴き、曲の全体の様子をとらえる。
○旋律の繰り返しや音色の変化、曲の構成などを感じ取りながら聴く。

・アとイの旋律の変化に気付くようにする。
○曲想の変化やオーケストラの豊かな響きを味わって聴く。
	①オーケストラの豊かな演奏に関心をもち、進んで音楽を聴こうとしている。
	
	
	①主な旋律の反復や変化を感じ取り、構成を理解して聴いている。

②楽曲を特徴付けている要素と曲全体の構成との関わりを感じ取り、オーケストラの演奏のよさを味わって聴いている。



	旋律の特徴を感じ取って、曲想を生かした表現の仕方を工夫しながら演奏することができるようにする。
◆風を切って
	○曲全体の感じをつかんで演奏する。

・これまでの経験を生かして主旋律、副旋律のパートを楽器を選んで演奏する。
○各パートの役割を考え、音量のバランスに気をつけて合奏する。

・和音伴奏、低音楽器の役割を考え、選んだり演奏したりする。

・全体のバランスを考え、アンサンブルする。

○曲想を生かした表現を工夫する。

・速さ、強弱など曲想を生かした演奏の工夫をする。
	①範奏を聴いたり主旋律を演奏したりして、器楽合奏を工夫して表現する学習に主体的に取り組もうとしている。
	①パートの役割を考え、楽器の組み合わせや全体のバランスを考えた表現を工夫しようとしている。
	①楽器の特徴を生かしたり演奏の仕方や音色に気をつけたりして、自分のパートを演奏している。
②強弱や速さなど、曲想を生かした演奏をしている。
	


学年：６年　題材名：世界の音楽に親しもう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	世界の国々の音楽の
雰囲気や特徴を感じ取
りながら、諸外国の楽器

の音楽に親しむように
する。
◆世界の国々の音楽（楽器）

	○いろいろな国の音楽を聴き、それぞれの楽器の音色や曲の感じをとらえて聴く。
・吹く楽器、弾く楽器、叩く楽器など、それぞれの楽器の音色の特徴を感じ取って聴く。

○世界の国の音楽のよさを味わって聴く。
・ワークシートを活用して、それぞれの音楽の違いや特徴をまとめ、発表する。
	①諸外国に伝わる楽器に興味をもったり、我が国に伝わる楽器と比較したりして、意欲的に聴こうとしている。

②友達の発表を聞いて、いろいろな感じ方があることを知り、進んでその国の音楽の特徴やよさを見つけようとしている。
	
	
	①楽器の音色や奏法、曲の特徴の違いや面白さを感じ取りながら、いろいろな曲のよさを理解して聴いている。

	歌と楽器の重なり合う響きの美しさや音楽のよさを味わいながら雰囲気を生かして合唱奏することができるようにする。
◆アンデスの祭り
	○音楽の雰囲気をつかんで歌ったり楽器で合わせたりする。
・旋律の特徴を生かして歌う。

・リコーダーを演奏し、歌と合わせる。

○リズム伴奏を工夫し、合唱奏する。

・打楽器や手拍子を工夫し、アイウに合う楽器を演奏する。
・拍の流れにのって合唱奏する。
	①音楽の雰囲気や旋律の特徴を生かして演奏する学習に、主体的に取り組もうとしている。


	①曲想を感じ取り、パートごとに協力してリズム伴奏を工夫している。


	①弾むリズムや跳躍音程に気を付けて歌っている。

②旋律の特徴を生かしてリコーダーを演奏している。

③曲想を生かして、バランスよく歌ったり演奏したりしている。
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